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恐怖体験を記憶することは危険を予測し生存確率を上昇させるのに重要です。一方で、安全な環境で恐怖

記憶を想起すると、記憶が上書きされ恐怖記憶が弱まることが知られています。これら恐怖記憶の形成や

抑制には脳内のドーパミンやノルアドレナリンといったカテコールアミンが関係すると考えられています

が、詳細な神経回路や機能については解明されていませんでした。近年、オプトジェネティクスといった

技術が開発されたことにより、時空間特異的な神経回路の操作法が動物モデルにて確立されています。本

セミナーにおいては恐怖記憶の形成や抑制における脳内カテコールアミンの役割について動物モデルを用

いて得られた新規知見について紹介します。
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